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廃炉を迅速に進めるために、高線量率条件でのリアルタイム放射線モニタが求められており、

光ファイバーによってシンチレータ光を低線量空間まで伝送し光検出器で読み出すシステムを開

発した[1]。従来のシンチレータは緑色より短い発光波長帯を持つため、高線量下では光ファイバ

ー自身の発光などのノイズと被るという問題点があることから、赤色～近赤外かつ高輝度でシン

チレータが求められている。これまでに、そのような材料として Cs2HfI6(CHI)を開発したが[1]、

赤色発光シンチレータ開発はフロンティア領域であり、原理的に CHIよりも高い発光量を持つ事

が可能であり、より感度よい検出器開発につなげられる期待がある。青色発光を示すシンチレー

タでは、アニオン置換をおこなった結晶が高発光量かつより速い蛍光寿命を示した例があること

から[2]、本研究ではCHIにアニオン置換を行ったCs2Hf(I, Br)6の発光特性について評価を行った。 

Cs2Hf(I, Br)6の結晶は垂直 Bridgman-Stockbarger法にて育成し、結晶の相の確認などを粉末 X線

回折 (D8 DISCOVER,Bruker 社)で分析した。その後、結晶のフォトルミネッセンススペクトルお

よび励起スペクトル測定をシンクロトロン施設（UVSOR）にて行った。また Si-アバランシェ・

フォトダイオード(S8664-1010, 浜松ホトニクス社)用い

て発光量の測定を行った。 

Cs2Hf(I, Br)6の結晶を得ることに成功し，Fig.1 に例を

示すように Cs2HfI2Br4，Cs2HfI3Br3，Cs2Hfl4Br2の結晶は

Cs2HfI6と同様に約 700 nmの発光波長を示した。また発

光メカニズムを明らかにするため発光特性の温度依存性

を 5Kから室温まで測定した。本講演では，発光特性の

温度依存性と，発光メカニズムを考察し発表する。 
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